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断
だ
っ
た
。

本
寺
地
区
地
域
づ
く
り
推

進
協
議
会（
佐
藤
勲
会

長
）は
04
年
、懸
案
事
項

の
圃
場
整
備
と
世
界
遺
産
登
録

を
も
視
野
に
入
れ
た
地
域
づ
く

り
を
模
索
す
る
た
め
に
発
足
さ

れ
た
。▼
地
域
お
こ
し
▼
地
域
営

農
▼
景
観
▼
女
性
―
の
４
部
会

を
設
け
、活
動
し
て
い
る
。

　

国
内
で
初
め
て
、農
地
の
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
し
た
道
の
り

は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。過
去
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
難
題
が

山
積
す
る
中
、手
探
り
状
態
で
進

ま
ざ
る
を
得
ず
、協
議
会
も
市
も

紆
余
曲
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

協
議
会
は
年
間
70
〜
80
回
も

の
会
合
を
重
ね
な
が
ら
、一
つ
一

つ
の
課
題
を
克
服
。険
し
い
道
の

り
を
地
域
の
絆
で
前
に
進
ん
だ
。

一
歩
進
む
た
び
に
意
識
は
統
一
さ

れ
た
。一
段
上
る
た
び
に
実
践
力

は
つ
い
た
。こ
う
し
て
、田
植
え

や
稲
刈
り
体
験
な
ど
、多
く
の
イ

ベ
ン
ト
を
自
ら
成
功
さ
せ
る
ま

で
に
成
長
し
た
。

骨
寺
村
荘
園
収
穫
祭（
本

寺
地
区
地
域
づ
く
り
推

進
協
議
会
主
催
）は
11

月
６
日
、骨
寺
村
荘
園
交
流
館

「
若わ

か

神み

子こ

亭て
い

」で
開
か
れ
た
。朝
か

ら
雨
が
降
っ
た
り
、や
ん
だ
り
の

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
っ
た
が
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観

景
観
保
全
と
営
農
推
進
。

相
反
す
る
二
つ
の
う
ち
、

本
寺
の
人
々
は
、景
観
を

守
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

　

本
寺
地
区
で
は
過
去
３
回
ほ

ど
圃
場
整
備
に
取
り
組
む
動
き

が
あ
っ
た
が
、自
己
負
担
率
の
高

さ
な
ど
が
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て

頓
挫
し
た
。

　

そ
の
後
、補
助
率
が
高
く
自
己

負
担
が
少
な
い
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
な
ど
が
創
設
さ
れ
、

事
業
採
択
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
た
。し
か
し
、骨
寺
村
絵
図

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、遺
跡
調
査
が
必
要
に
な
っ
た

こ
と
で
、中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。

　

圃
場
整
備
と
遺
跡
保
存
の
調

整
を
目
的
に
発
足
し
た「
骨
寺

荘
園
遺
跡
調
査
整
備
指
導
委
員

会
」。委
員
長
を
務
め
た
国
学
院

大
の
吉
田
教
授
は「
中
世
か
ら
続

く
本
寺
の
景
観
を
保
全
す
べ
き

だ
。特
に
用
水
路
は
残
し
た
い
」

と
見
解
を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、生
産
性
・
効
率

性
の
向
上
を
望
む
住
民
た
ち
は

猛
反
発
。景
観
保
全
と
圃
場
整

備
を
巡
っ
て
真
っ
向
か
ら
対
立

し
た
。激
論
を
繰
り
返
し
た
末
、

骨
寺
荘
園
跡
地
が
平
泉
の
文
化

遺
産
の
核
心
地
域
候
補
で
あ
る

な
ど
の
理
由
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
結
論
は
景
観
保
全
。苦
渋
の
決

骨寺村荘園交流館長

東京都杉並区から参加した

五十嵐正一さん

松村謙一さん　53 歳　会社員

雨にもかかわらず約千人もの人が来て

くれた。地元で取れた食材や手作りの加

工品が大変好評だった。「振る舞い」が目

的のイベント。市内外から来てくれた人

をもてなすことができて満足だ。

仕事で岩手に来た。須川に行く途中、こ
こで食べたおにぎりの味が忘れられな

くて、また寄った。縁起物の果報団子が

当たり感激した。都会にはないのどかな

景色がいい。また来たい。

宮城県気仙沼市から参加した

佐々木宏幸さん　59 歳

妻（さえ子さん）と息子（俊さん）と温泉

の帰りに立ち寄った。皆さん笑顔で迎

えてくれたのがうれしかった。本寺は活

気がある。おにぎりがおいしかったので

荘園米を買った。早く食べたい。

Igarashi Shoichi

Matsumura Kenichi

Sasaki Hiroyuki 

地域を再生したコミュニティー地域を再生したコミュニティー

03 活力

本寺が揺れた。中世から続く景観の保全か、圃場整備による営農の推進か。

地域の将来を巡って対立、繰り返した激論、そして苦渋の決断。

本質を求めて前に進んだ地域づくりの舞台裏を追った。

光
客
ら
は
、多
彩
な
催
し
や
食
を

通
し
て
地
元
の
人
た
ち
と
交
流

を
深
め
た
。

　

収
穫
祭
は
初
め
て
の
取
り
組

み
。会
場
で
は
熱
々
の
芋
の
子
汁

や
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

▼
本
寺
地
区
で
収
穫
さ
れ
た
農

産
物
▼
手
作
り
の
漬
け
物
・
総
菜

▼
骨
寺
村
荘
園
米
の
お
に
ぎ
り

▼
南
部
一
郎
カ
ボ
チ
ャ
を
使
用

し
た
果
報
団
子
―
な
ど
が
販
売

さ
れ
、大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　

交
流
館
南
側
の
広
場
で
は
、県

立
一
関
二
高
音
楽
部
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
。静
か
な
里
山
に

響
き
わ
た
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

は
、本
寺
の
景
観
と
相
ま
っ
て
、

日
本
昔
話
の
世
界
を
ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ
る
時
間
と
空
間
を
創
り

出
し
た
。

　

午
後
は
き
ね
と
臼
を
使
っ
た

昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
が
行
わ
れ

た
。「
よ
い
し
ょ
、よ
い
し
ょ
」の
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
つ
い
た
餅
は
、

あ
ん
こ
餅
と
納
豆
餅
に
し
て
振

る
舞
わ
れ
、好
評
を
博
し
た
。

　

同
協
議
会
事
務
局
次
長
で
骨

寺
村
荘
園
交
流
館
の
五
十
嵐
正

一
館
長
は「
初
め
て
の
開
催
に
も

か
か
わ
ら
ず
、地
元
は
も
と
よ
り

他
県
か
ら
も
多
く
の
人
に
来
て

も
ら
っ
た
。骨
寺
荘
園
と
い
う
一

面
だ
け
で
な
く
本
寺
の
本
質
を

Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
な
っ
た
。来
年

以
降
も
続
け
て
い
き
た
い
」と
意

欲
を
見
せ
て
い
る
。

村上博恵さん　教諭

初めての野外。よく声が出た。本寺の皆

さんが温かく迎えてくれたことに、傘を

差しながら聞いてくれたことに生徒たち

は感動していた。地域の皆さんに支え

られて歌えることがとてもうれしい。

県立一関二高音楽部顧問

①昔ながらのきねと臼を使っ
たもちつきイベント。きねで
ついた来場者は大はしゃぎ②
つきたての餅は、あんこ餅と
納豆餅にして振る舞われた③
④販売ブースには本寺産の新
鮮野菜や手作り加工品などが
ずらり。雨天にもかかわらず、
大勢の人でにぎわった⑤会場
入り口付近に設けられたかが
り火⑥特産品の南部一郎カ
ボチャ。カボチャペーストを
使った果報団子も販売された
⑦地元食材をふんだんに使っ
た熱々の芋の子汁は大人気⑧
広場で開かれた一関二高音
楽部のコンサート。この空間、
この時間にしか聞くことので
きない透明感ある美しい歌声
は、集まった多くの人を魅了。
「ふるさと」や「愛燦燦」「世界
が一つになるまで」など全10
曲を歌った

Murakami Hiroe 

一関市厳美町字若神子241-2

食堂 11:00～15:00

産直 9:00～16:00

Tel & Fax 0191・33・5022

http://www.honedera.jp/

骨寺村荘園交流館「若神子亭」
Wakamiko Tei
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